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Ｉ
『
脈
経
』
の
中
国
医
学
に
お
け
る
位
置
と
問
題
点

（
１
）
「
脈
経
」
は
中
国
の
晋
代
、
今
か
ら
お
よ
そ
一
七
○
○
年

前
に
、
「
傷
寒
雑
病
論
』
の
校
訂
者
で
も
あ
る
王
叔
和
に
よ
り
編

纂
さ
れ
た
と
さ
れ
る
医
書
で
あ
る
。
「
脈
経
』
は
、
「
素
問
」
『
霊

枢
』
『
難
経
」
「
傷
寒
論
』
「
金
置
要
略
」
と
い
っ
た
中
国
医
学
の

原
典
と
さ
れ
る
医
書
を
は
じ
め
、
当
時
伝
存
し
た
医
書
を
広
く
引

用
し
て
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
脈
学
の
様
相
を
伝
え
る
医
書

で
あ
る
。
後
代
中
国
医
言
に
も
頻
繁
に
引
用
さ
れ
、
中
国
医
学
の

脈
学
を
決
定
付
け
た
医
書
で
あ
る
。

（
２
）
『
脈
経
」
は
編
纂
方
法
や
、
後
代
医
書
へ
の
多
数
引
用
等

か
ら
、
原
典
や
後
代
医
書
の
校
勘
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

る
。
「
素
問
」
『
霊
枢
」
『
難
経
」
『
傷
寒
論
」
「
金
置
要
略
』
は
北

宋
の
医
書
校
勘
刊
行
（
宋
改
）
を
経
て
い
る
が
、
特
に
『
傷
寒

りq
色』

「
脈
経
」
に
お
け
る
版
本
の
比
較

Ｉ
「
脈
経
」
版
本
字
句
異
同
調
査
報
告

中

川

俊
之

論
」
『
金
置
要
略
」
は
宋
改
時
に
、
『
脈
経
」
を
主
に
校
勘
さ
れ
て

い
る
。（

３
）
『
脈
経
」
は
上
記
の
様
相
か
ら
、
中
国
医
学
を
学
ぶ
上
で

必
読
の
医
学
害
で
あ
る
が
、
字
句
に
は
版
本
間
の
異
同
が
多
く
、

『
脈
経
』
を
読
む
時
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

Ⅱ
「
脈
経
』
の
諸
版
本

（
１
）
「
脈
経
」
は
成
立
後
か
ら
北
宋
に
至
る
ま
で
に
伝
写
に
よ

る
異
本
を
生
じ
た
為
、
北
宋
代
に
校
刊
さ
れ
た
。
現
存
す
る
「
脈

経
」
の
諸
テ
キ
ス
ト
は
全
て
、
こ
の
宋
改
を
経
た
も
の
で
あ
る
。

宋
改
前
の
旧
態
に
関
し
て
は
、
現
行
本
『
脈
経
」
以
外
に
、
晴
唐

期
医
書
（
「
脈
訣
」
「
諸
病
源
候
論
」
「
千
金
方
」
『
千
金
翼
方
』
「
外
台

秘
要
方
」
『
太
平
聖
恵
方
」
）
等
に
引
か
れ
る
条
文
か
ら
察
す
る
し

か
な
い
。

（
２
）
宋
改
後
の
初
刊
本
は
一
○
六
八
年
刊
行
の
大
字
本
で
あ

る
。
続
い
て
一
○
六
九
年
に
は
一
般
向
け
に
小
字
本
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
（
国
字
監
・
小
字
本
）
。
こ
の
校
正
本
に
基
づ
い
て
、
建
陽

本
、
広
西
漕
司
本
、
何
大
任
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
版
本

は
全
て
現
存
し
な
い
。
現
行
本
『
脈
経
」
は
こ
の
う
ち
、
広
西
漕

司
本
か
何
大
任
本
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
。
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（
４
）
広
西
漕
司
本
系
と
は
、
建
陽
本
に
基
づ
い
た
宋
版
広
西

漕
司
本
の
系
統
に
属
す
る
版
本
で
あ
る
。
龍
興
儒
学
本
、
畢
玉

本
、
哀
表
本
、
沈
際
飛
本
、
光
緒
京
師
医
局
本
、
日
本
の
慶
長
古

活
字
本
、
慶
安
和
刻
本
、
元
禄
重
刊
本
が
有
る
。

Ⅲ
報
告
内
容

今
回
発
表
で
は
、
現
在
最
善
本
と
さ
れ
る
佑
宋
何
大
任
本
を
中

心
に
、
上
記
諸
版
本
の
字
句
の
異
同
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
３
）
何
大
任
本
系
と
は
一
二
一
七
年
刊
行
の
何
大
任
本
に
基

づ
く
も
の
で
、
こ
の
版
本
は
存
在
し
な
い
が
、
明
に
こ
れ
を
覆
刻

し
た
佑
宋
何
大
任
本
が
数
部
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち
、
陸
心
源
旧

蔵
本
で
、
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
」
（
東
洋
医
学
研
究
会
、
一
九
八

一
）
の
底
本
で
あ
る
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
が
、
現
在
最
善
本
と
さ

れ
る
。

へ

日

本
鐡
炎
研
究
今

／
証

〆

〆

〆

V
ズ
ン
エ
』


